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並列タンクモデルを利用した
新しい土砂災害警戒情報の精度検証

現在、実際の斜面に地下水位計を設置し
て、並列タンクモデルのパラメータを設定
しているが、過去の被災状況をより表現で
きるように、地質、傾斜などのデータから
パラメータを決定できる方法を検討中であ
る。

温暖化による降雨変化により、洪水や土砂災害が甚大化してい
る。大地震を除く自然災害の死因の4割は土砂災害で第一位で
ある。ハード対策のコストから、警報による早期避難が望まれる
が、現在の土砂災害警戒情報が土石流災害に特化しているた
め、土砂災害全体の捕捉率は低く、住民の避難は平均3〜5%に
とどまっている。

土壌雨量指数は直列三段タンクモデルのため、時間遅れを伴う
土砂災害の的中率が著しく低い。そこで、並列タンクモデルを提
案し、精度検証を行っている。過去の災害事例から、地質と災害
時降雨パターンに強い相関があり、機械的なメッシュではなく地
質による区分を行いながら、より精度の高い警戒情報の提供を
目指している。

Fig.1　直列三段タンクモデル

（2図の説明）
土壌雨量指数はFig.1のS 1+S 2+S 3で表さ
れるため、降雨があるとすぐに上昇する。
Fig.2の並列タンクモデルでは右のタンク
の高さを指標とするので、左のタンクの大
きさで時間遅れを表現できる。
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Fig.2　提案する並列タンクモデル
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